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・法定障害者雇用率の引き上げ
2026年７月には、民間企業の法定雇用率が
現在の2.5％から2.7％へ段階的に引き上げら
れます。これにより企業は障害者を「雇う」
だけでなく、業務の確保、定着支援、適切な
合理的配慮の提供といった新たな課題に向き
合わなければなりません。

・人材不足と処遇改善
障害福祉サービス事業所の約84％で「人が
足りない」状況が報告されています。人材確
保と定着率の向上が喫緊の課題です。国は処
遇改善のための交付金や ICT 導入補助など
で対応を図っていますが、十分でありません。

令和７年12月12日（金）埼玉県障害者交流センターホールで、令和７年度第２回
評議員会及び全体研修会を開催致しました。
全体の内容は前半を全体研修会、後半は今年度第２回評議員会の二部構成となっ
ており、前半の全体研修会では「琴（筝）の演奏と、おはなし～難病患者として思
うこと～」と題し、難病患者当事者であり、元埼玉県障害難病団体協議会難病相談
員、また元埼玉県ヘルプマーク大使だっ
た石井瞳氏が講師として招かれ、琴（筝）
の生演奏と難病患者としての体験を語り
ました。
後半は７月以降の協議会の活動の経過
報告と、埼玉県に対し当協議会が緊急提
言書を渡した「伊豆潮風館及びおおぞら
号事業の廃止問題」を議題のメインテー
マとして、会議に参加した各団体の評議
員がそれぞれ活発に意見を交わしました。

・地域生活への移行推進
政府は2026年度までに障害者の施設入所を
一定数削減し、地域社会で自立した生活（グ
ループホームなど）への移行促進する目標を
掲げています。しかし、現状では地域移行が
できていない施設が多く、利用者の高齢化な
ども課題となっています。

・地域社会での権利擁護体制の構築
超高齢化社会に対応し、身寄りのない人や
判断能力が不十分な人の権利を守るため、成
年後見制度の適切な運用や地域における権利
擁護支援ネットワークの充実が求められてい
ます。

⑵ 法定雇用率の引き上げ、人材不足の深刻化、そして地域生活への移行推進

令和７年度第２回評議委員会及び全体研修会開催報告
特定非営利活動法人埼玉県障害者協議会　事務局
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新加盟団体紹介

埼玉県炎症性腸疾患患者会　「埼玉ＩＢＤの会」です！

埼玉ＩＢＤの会　代表　奥
おく

野
の

　真
ま

由
ゆ

令和６年11月より、貴協議会へ加盟しました「埼玉ＩＢＤの会」と申します。当会は平成10年11
月の発足以来、患者当事者とその家族を中心とした会員と共に活動を行っている当事者団体です。

炎症性腸疾患（Inflammatory bowel disease ＝ＩＢＤ）は、大腸を中心に炎症が起こる
「潰瘍性大腸炎」と、口から肛門まで消化管のどこにでも炎症が起こる「クローン病」の総称で、
国の指定難病です。一般的に、10代から30代の若年層の発症が多いとされていますが、長年腹痛
や下痢等に悩まされ過ごしていた方が、高齢になってから診断を受けるケースも少なくありませ
ん。現在のところ完治する病気ではありませんが、研究が進み治療の選択肢が増えてきたため、
長期間寛解状態を維持できる方も多くいらっしゃいます。一方で、同じ病気でも症状や治療法が
人によってさまざまであること、ライフイベントへの影響が大小様々あること、内部障害ゆえに
社会から理解されづらいこと等、当事者やその家族が抱える悩みは多岐にわたります。

当会の活動は、交流会や県内のＩＢＤ専門医等をお招きした医療講演会といったイベントのほ
か、会員向けにＩＢＤに関する情報配信等を行っています。いずれも、コロナ禍での活動は縮小
傾向でしたが、「やっぱり対面活動が良いよね」と改めて実感し、少しずつ元の勢いを取り戻し
ています。

現状、40名程の会員の皆様と２名のスタッフで活動しています。会員数が多かった時期と比べ
ると１／３程となりましたが、決して悪い状況というわけではないと捉えています。例えばイン
ターネットを介して病気に関する情報を入手しやすくなったこと、SNS を使用して気軽に多く
の仲間と繋がり合えるようになったことは、患者側としては大きなメリットと言えます。それで
もなお、患者会を続ける理由は、インターネットやＳＮＳ等では得難い「顔の見える関係性」も、
病気と長く暮らしていくには必要だからです。医療や福祉等では解決できない「生きづらさ」に
は、当事者同士で生活の知恵を共有・共感・受容するための場所が必要で、それこそが患者会

（当会）の魅力だと思っています。今後とも何卒、よろしくお願いいたします。

「
そ
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IBD において食事管理は大切なので、
食べる楽しみも共有し合いました。
交流センターの調理室です。

医
療
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県内の IBD専門医を講師に招き、参
加者同士の交流会も実施しました。
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編集後記　ここ数年ですが、「年越しそば」ならぬ「年越しうどん」を食べています。
「年越しうどん」は「年越しそば」同様、長寿や健康を願う縁起物であり、
また、うどんの食べ応えは「踏ん張りがきく１年」を願う意味もあるそうです。
　今年は健康に気を付け、１年過ごしていきたいと思います。　　　〈小原〉

第19回「塙保己一賞」表彰式・記念イベント開催

令和７年１２月２０日（土）に本庄市児玉文化会館（セルディ）ホールにて、第19回塙保己一賞表
彰式・記念公演が開催されました。

塙保己一賞は埼玉県本庄市に生まれた「塙保己一」のように、障害がありながらも不屈の努力
を続け社会的に顕著な活躍をしている人や、障害者を献身的に支援している人を表彰するもので
す。埼玉県主催・本庄市共催で毎年開催され、当埼玉県障害者協議会もこの塙保己一賞を後援し
ています。

第19回塙保己一賞受賞者
大賞【社会的に顕著な活躍をしてきた障害のある個人】
・広瀬 浩二郎 氏（写真中央）

文化人類学者。様々な模型・実物資料を触る体験により、
見るよりもわかるようになる「触文化」提唱の第一人者。

奨励賞 �【今後さらに社会的な活躍が期待される60歳未満
の障害のある個人】

・森 仁志 氏（写真左から２番目）
白杖ブレイキンダンサー。東京2020パラリンピック閉会
式にソロダンサーとして出演。NPO法人「「LEAV ON 
BEHIND」代表理事として、誰も取り残さない社会を
めざし活動している。

貢献賞 �【社会的に顕著な障害者支援活動を行った個人・
団体】

・加藤 俊和 氏（写真右から２番目）
点訳者。点字楽譜の音楽教科書のレイアウト統一化、駅
ホームの転落や踏切内事故の現場調査と事故防止策の提
言、東日本大震災での被災者生活支援など、多岐にわた
る分野で視覚障害者に寄り添い支援活動に取り組み続け
ている。

表彰式では賞状と記念品として塙保己
一のブロンズ像が授与されました。

表彰式に引き続き開催された記念公演

では、子ども劇団による群読劇「世のた

め後のため 塙保己一物語」で塙保己一

の生涯を子どもたちが熱演しました。


